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領” と並んで “保育要領” の名称が再登場していることに，歴史性という観点から着
目しておきたい。
　また，試みた言葉の定義については，一般論をまとめる作業の過程で独創的な視点
を有する民秋の提起と出会い，今後の課題を得た。
　新しい幼稚園教育要領の検討にあたり，本文そのものの読み取りに先立って，この
ように外郭にも視野を広げることで，本質に迫る道筋を増すことを確認した。引き続
き検討作業を続けていきたい。
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